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令和６年度  （ 宮城県立光明支援学校 ）学校の研究概要 ～令和７年１月末現在～ 

 

                          運営委員氏名（ 林 麻里絵    ） 

研究テーマ 児童生徒が安心して過ごし、分かる実感、できる喜びを味わう学びのために 

～教員相互の研修を通して～ 

研究目標 教員相互の研修を通して、互いに学び合い、専門性の向上を図る。 

研究内容・方

法 

研究計画等 

○校内の教員が講師となり、それぞれの専門性を活かした研修会を設定する。それ

ぞれの教員が希望する研修会に参加し、学び合い、日々の授業作づくりや実践に

活かす。アンケートや希望調査を行い、以下の研修計画を設定した。 

 

○その他、研修日を活用し、合わせた指導の年間計画の内容の再確認、学習指導要領

の目標、内容との関連付けを図る。 

○指導主事訪問に向け、全学部学習グループごとに合わせた指導の略案での授業作

りと実践を行う。 

研究の概要 

・研究経過 

・研究成果等 

○研究経過 

・５月にアンケートを採り、ニーズの把握と講師の募集を行った。研修会の内容や

時間は、ある程度自由に設定してもらい、講師も参加者も気軽に研修ができるよ

うにした。講師の先生の専門は多岐にわたり、一覧に示したような内容の講義を

設定した。その後希望アンケートを採り、人数の調整を行った。 

・年度初めに情報教育部主任が講師となり、全校で「GoogleWorkSpaceの活用」に

ついての研修を行った。実際にそれぞれのPCやタブレットから具体的に操作をし

ながらGoogleDriveやGoogleMeet、Classroomなどの活用方法について全教員で研

修をし、理解を深めた。 

・全クラスが指導略案を基に「合わせた授業」の授業づくり・実践を行うことで、

合わせた指導・学習指導要領の理解を深めると共に、今年度の本校の取組である

「合わせた指導の内容の再検討、学習指導要領の目標と内容の関連についての再

整理作業」との関連付けを行った。 

○研究成果 

・それぞれの校内研修では、多くの資料が提示され、専門的知識や実践、指導観、

指導法などがベテランから初任者まで幅広く共有され、実りの多い研修となって

いる。 

・合わせた指導の年間計画の再整理と授業づくり、実践の過程を通して、それぞれ

が学習指導要領を読み込み、合わせた指導、学習指導要領について理解を深める

ことができた。 
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